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進路意識向上

１年生からの進路意識醸成、
模試結果の徹底分析で
高い志を持たせる

◎町立桐生中学校として開校。校訓
は「独立自尊・文武両道」。「グロー
バルスタンダードの学力を身につける」
を、２０１６年度のミッションに掲げる。
０７年度からスーパーサイエンスハイス
クールに指定。大学・企業・自治体
と連携し、独自の理数教育モデル構
築に努めている。

国公立大は、東北大、筑波大、群馬大、
東京大、横浜国立大、新潟大、高崎
経済大などに129人が合格。私立大は、
慶應義塾大、明治大、早稲田大、立
命館大などに延べ 461人が合格。

設立

形態

生徒数

2016年度入試合格実績（現浪計）

1917（大正６）年

全日制／普通科・理数科／
男子（理数科は共学）

１学年約280人

住所
　

電話

Web Site

〒376-0025
群馬県桐生市美原町1-39

0277-45-2756

223
指導変革の

成果実践背景

◎高校入試での学区
撤廃の影響で、地元
の中学生の成績上位
層がほかの地域に流
出。安定志向の生徒
が多く、高い志を育
む指導が必要に

変革のステップ

◎１年生からの進路
意識の醸成、模試を
活用した指導力向
上、進路行事の体系
化、進路指導部と学
年団の連携強化など
を図る

◎県外の国公立大学
合格に向けて最後ま
で一般入試で頑張る
生徒が増加。教師間
の連携も進み、国公
立大学の合格実績に
も結びついた

http://www.kiryu-hs.gsn.ed.jp/

群馬県立

桐生高校
き りゅう

　
群
馬
県
立
桐
生
高
校
が
進
路
指
導
の
改
革
に
乗
り
出

し
た
の
は
、進
路
指
導
主
事
の
横よ

こ

関せ
き

素も
と

衛え

先
生
が
赴
任

し
た
２
０
１
０
年
度
の
こ
と
だ
。か
つ
て
同
校
は
県
内

有
数
の
進
学
校
だ
っ
た
が
、近
隣
の
進
学
校
が
進
学
実

績
を
徐
々
に
伸
ば
し
て
い
く
に
つ
れ
、相
対
的
に
進
学

実
績
が
低
迷
し
始
め
て
い
た
。
ま
た
、
07
年
度
高
校
入

試
か
ら
県
立
高
校
の
通
学
区
域
が
全
県
一
区
と
な
っ
た

影
響
で
、地
元
の
中
学
生
の
成
績
上
位
層
が
隣
接
す
る

前
橋
市
の
進
学
校
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
、全
体
的
に

学
力
が
落
ち
込
ん
で
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
で
も
、
難

関
大
学
を
ね
ら
え
る
潜
在
能
力
を
持
つ
生
徒
は
少
な
か

ら
ず
い
る
と
い
う
の
が
、教
師
間
の
共
通
意
見
だ
っ
た
。

　「
学
力
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
学
時
に
半
数
以
上
の

生
徒
が
地
元
の
群
馬
大
学
を
第
１
志
望
に
挙
げ
ま
す

が
、
高
校
生
活
を
謳
歌
す
る
一
方
で
、
学
習
習
慣
が

身
に
つ
か
な
い
ま
ま
３
年
生
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
に
、
模
試
で
合
格
圏
と
判
定
さ
れ
た
大
学
を
志
望

校
に
し
た
り
、
指
定
校
推
薦
入
試
に
頼
っ
た
り
す
る

生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
」（
横
関
先
生
）

　
そ
う
し
た
進
路
決
定
の
あ
り
方
は
、
生
徒
の
自
信
の

な
さ
の
表
れ
で
も
あ
る
と
、
教
務
主
任
の
橋
本
晃
一
先

生
は
指
摘
す
る
。

　「
自
分
を
過
小
評
価
し
て
い
る
生
徒
が
多
い
と
感

じ
ま
す
。
能
力
が
高
く
て
も
、
集
団
の
中
に
埋
没
し

て
し
ま
い
、そ
の
能
力
を
開
花
さ
せ
ら
れ
な
い
ま
ま
、

地
元
国
立
大
学
か
ら
視
野
を
広
げ

高
い
志
を
持
っ
て
ほ
し
い
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群馬県立

桐生高校
き りゅう

合
格
圏
の
大
学
に
進
学
す
る
。
早
く
か
ら
高
い
目
標

を
持
っ
て
頑
張
れ
ば
も
っ
と
伸
び
る
と
思
う
の
で
す

が
、
大
学
の
情
報
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
低
学
年

時
か
ら
難
関
大
学
を
志
望
す
る
生
徒
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
１
年
生
の
時
か
ら
視
野
を
広
げ
、

志
を
高
め
る
よ
う
な
指
導
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
」

　
改
革
は
、
教
師
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。
横
関
先
生
が
赴
任
し
た
10
年
度
、
３
年
生
の
志
望

校
検
討
会
を
、
11
月
の
１
回
の
み
か
ら
、
７
月
・
11
月
・

１
月
の
３
回
に
増
や
し
た
。

　「
本
校
に
は
、
新
採
の
教
師
や
進
学
校
で
の
指
導

経
験
の
な
い
教
師
も
赴
任
し
ま
す
。
志
望
校
検
討
会

の
回
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
教
師
が
生
徒
に
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
力
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
進

路
指
導
に
必
要
な
視
点
を
共
有
し
よ
う
と
考
え
ま
し

た
」（
横
関
先
生
）

　
７
月
の
検
討
会
で
は
、
担
任
が
学
習
・
生
活
面
で
気

に
な
る
生
徒
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
夏
休
み
の
過
ご
し

方
や
今
後
の
指
導
方
針
な
ど
を
検
討
し
、
直
後
の
三
者

面
談
の
材
料
に
す
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
志
望
校
と
学

力
の
差
が
大
き
く
て
も
、
志
の
高
さ
を
前
向
き
に
捉
え

て
、
そ
の
差
を
埋
め
る
た
め
に
必
要
な
学
習
方
法
を
ア

ド
バ
イ
ス
。
11
月
は
直
前
の
模
試
結
果
を
踏
ま
え
て
志

望
校
を
絞
り
、
１
月
は
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
に
基
づ

い
て
第
１
志
望
校
へ
の
出
願
可
否
を
検
討
す
る
。

　
11
年
度
に
は
、
１
・
２
年
生
対
象
の
志
望
校
検
討
会

も
12
月
に
始
め
た
。
11
月
の
進
研
模
試
や
ス
タ
デ
ィ
ー

サ
ポ
ー
ト
の
結
果
、
高
校
入
試
の
成
績
も
見
て
、
成
績

上
位
層
の
志
望
や
学
力
を
引
き
上
げ
る
方
策
を
検
討
す

る
。　「

学
年
団
で
上
位
層
の
生
徒
の
情
報
を
共
有
し
、

12
月
の
面
談
で『
も
っ
と
難
関
の
大
学
を
目
指
せ
る
』

と
生
徒
に
前
向
き
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
が
ね

ら
い
で
す
。
学
年
の
核
に
な
る
上
位
集
団
を
形
成
す

る
こ
と
で
、
学
年
全
体
で
高
い
目
標
に
向
か
う
雰
囲

気
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
」（
横
関
先
生
）

　
橋
本
先
生
が
学
年
主
任
を
務
め
た
11
年
度
の
１
年
生

で
は
、
県
外
の
国
公
立
大
学
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い

と
考
え
、
１
学
期
か
ら
「
難
関
大
志
望
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
た
。
難
関
国
公
立
大
学
を
志
望
す

る
生
徒
を
募
り
、
大
学
の
情
報
を
提
供
し
、
大
学
の
過

去
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
や
模
試
の
受
験
を
勧
め
た
。

　「
年
数
回
、
上
位
層
を
集
め
て
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
２
年
生
に
な
る
と
自
主
的
に
入
試
問
題

を
解
き
、
教
師
に
添
削
を
求
め
る
生
徒
が
現
れ
ま
し

た
。
な
か
に
は
、
卒
業
式
後
も
学
校
に
来
て
、
個
別

学
力
検
査
の
後
期
日
程
に
向
け
て
頑
張
る
生
徒
も
い

ま
し
た
」（
橋
本
先
生
）

　
13
年
度
の
１
年
生
で
は
、
模
試
の
成
績
優
秀
者
を
表

彰
し
た
。
単
に
成
績
優
秀
と
い
う
わ
け
で
な
く
、「
前

回
の
模
試
か
ら
最
も
得
点
を
伸
ば
し
た
生
徒
」
な
ど
、

そ
の
時
々
で
表
彰
の
対
象
を
変
え
る
と
い
う
工
夫
も
し

た
。
同
学
年
の
担
任
だ
っ
た
現
１
学
年
主
任
の
阿あ

左ざ

見み

充
良
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
本
校
は
伝
統
的
に
生
徒
も
教
師
も
お
祭
り
好
き
。

そ
の
た
め
、
７
月
模
試
の
表
彰
式
は
、
校
長
室
で
行

い
、
担
任
全
員
が
礼
服
で
臨
み
ま
し
た
。
演
出
に
よ

り
、
模
試
に
対
す
る
生
徒
の
士
気
を
高
め
、
学
年
全

体
で
頑
張
る
雰
囲
気
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

群
馬
県
立
桐
生
高
校

阿
左
見
充
良
　
あ
ざ
み
・
み
つ
よ
し

教
職
歴
18
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。１
学
年
主
任
。

「
着
眼
大
局
、
着
手
小
局
」

群
馬
県
立
桐
生
高
校

橋
本
晃
一
　
は
し
も
と
・
こ
う
い
ち

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
教
務
主
任
。

「
人
前
で
愚
痴
は
こ
ぼ
さ
な
い
、
他
人
の
悪
口
は
言
わ
な

い
、
笑
顔
を
忘
れ
な
い
」

群
馬
県
立
桐
生
高
校

星
野
将
志
　

ほ
し
の
・
ま
さ
し

教
職
歴
９
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。１
学
年
担
任
。

教
育
情
報
部
。「
生
徒
が
自
分
の
人
生
の
主
役
と
し
て
輝

く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
」

群
馬
県
立
桐
生
高
校

横
関
素
衛
　
よ
こ
せ
き
・
も
と
え

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。「
仕
事
も
学
習
も
や
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自

分
か
ら
や
れ
ば
楽
し
く
な
り
、
成
果
も
上
が
る
」

１
年
次
か
ら
志
望
校
検
討
会
を
実
施
し

学
年
を
引
っ
張
る
上
位
集
団
を
育
て
る

模
試
に
向
け
た
決
起
集
会
で

学
習
を
楽
し
む
雰
囲
気
を
つ
く
る
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１３年１２月号指導変革の軌跡「沖縄県立読谷高校」など
　　http: //berd.benesse.jp
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よみたん

　
16
年
度
入
試
で
東
京
大
学
や
東
北
大
学
、
横
浜
国
立

大
学
な
ど
に
合
格
し
た
生
徒
全
員
が
、
こ
の
１
年
生
７

月
の
模
試
で
表
彰
を
受
け
た
者
だ
っ
た
。
当
初
は
、
群

馬
大
学
な
ど
の
地
元
の
国
公
立
大
学
を
志
望
し
て
い
た

が
、
表
彰
さ
れ
た
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、
教
師
の
励
ま

し
を
受
け
る
中
で
志
を
高
め
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
学
年
で
模
試
に
作
戦
名
を
つ
け
、
各
学
級
で
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
る
と
い
う
取
り
組
み
も
、
こ
の
学
年
が
始

め
た
。
例
え
ば
、
１
年
生
11
月
模
試
は
作
戦
名
を
「
進

撃
の
模
試
作
戦
」
と
し
、
各
学
級
で
は
「
猪
突
猛
進
」

「
東

あ
ず
ま

男お
と
こ

魂
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
。
中
だ

る
み
が
生
じ
や
す
い
１
・
２
年
生
の
２
学
期
に
は
、
生

徒
の
気
持
ち
を
引
き
締
め
る
た
め
に
、
そ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
幟の

ぼ
り

に
染
め
、体
育
館
で
「
決
起
集
会
」
を
行
っ
た
。

　
模
試
を
教
師
の
指
導
力
向
上
に
生
か
す
取
り
組
み
も

始
め
た
。
模
試
返
却
後
、
教
科
担
当
が
「
教
科
別
模
試

分
析
表
」
に
今
回
の
成
績
、
過
年
度
比
較
・
他
校
比
較

と
そ
の
分
析
結
果
、
分
野
別
の
課
題
や
弱
点
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
打
ち
手
な
ど
を
記
入
。
進
路
指
導
部
が
全
教

科
・
科
目
を
一
覧
表
（
図
）
に
ま
と
め
て
、
教
師
全
員

で
共
有
す
る
。

　「
模
試
を
活
用
し
た
教
科
指
導
力
向
上
の
た
め
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
課
題
を
洗
い
出
し
、
次
回
に
向
け
た
決
意
表
明

を
す
る
こ
と
で
、
模
試
の
結
果
を
よ
り
厳
し
く
見
る

意
識
が
、
教
師
間
に
定
着
し
た
と
思
い
ま
す
。
平
均

偏
差
値
は
、
10
年
度
は
50
程
度
で
し
た
が
、
こ
の
方

法
を
始
め
た
後
は
55
に
伸
び
ま
し
た
」（
横
関
先
生
）

　
模
試
分
析
は
学
年
の
教
科
指
導
方
針
を
立
て
る
際
に

も
役
立
つ
と
、１
学
年
担
任
の
星
野
将
志
先
生
は
語
る
。

　「
模
試
で
英
語
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、

英
語
の
課
題
を
増
や
し
て
国
語
や
数
学
の
課
題
は
控

え
る
と
い
う
よ
う
に
、
各
教
科
が
足
並
み
を
そ
ろ
え

て
課
題
の
配
分
を
調
整
で
き
ま
す
。模
試
を
通
じ
て
、

教
科
を
超
え
て
支
え
合
う
連
帯
感
が
醸
成
さ
れ
た
こ

と
も
、
大
き
な
成
果
で
し
た
」

　
12
年
度
に
は
、
数
々
の
進
路
学
習
や
進
路
行
事
の
中

で
も
特
に
必
要
な
も
の
を
進
路
指
導
部
と
学
年
団
で
精

選
し
、３
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ラ
ン
を
構
築
し
た
。

そ
の
際
、
各
学
年
主
任
を
進
路
指
導
部
の
所
属
と
し
、

進
路
指
導
部
と
学
年
団
の
連
携
を
密
に
し
た
。

　「
学
年
主
任
が
進
路
指
導
部
に
も
入
る
こ
と
で
、

進
路
行
事
を
学
年
団
主
導
の
学
年
行
事
に
で
き
ま

す
。
学
年
団
と
進
路
指
導
部
の
意
思
疎
通
が
格
段
に

進
み
、
進
路
指
導
部
以
外
の
教
師
も
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
横

関
先
生
）

　
各
学
年
の
進
路
行
事
は
、
学
年
主
任
が
責
任
を
持
っ

て
実
施
す
る
。
例
え
ば
、
２
年
生
で
行
う
大
学
教
員
の

出
張
講
義
で
は
、
学
年
主
任
が
学
年
団
の
教
師
に
担
当

大
学
を
振
り
分
け
、
各
教
師
が
講
師
の
派
遣
に
つ
い
て

大
学
と
直
接
交
渉
す
る
。
ま
た
、
全
学
年
が
対
象
の
進

路
行
事
で
は
、
例
え
ば
、
３
年
生
の
参
加
者
が
多
い
８

月
の
学
習
合
宿
は
３
学
年
主
任
が
担
当
す
る
と
い
う
よ

う
に
、
参
加
生
徒
が
多
い
学
年
の
主
任
が
進
路
行
事
の

企
画
・
運
営
を
行
い
、
他
学
年
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

　
教
師
の
意
欲
を
引
き
出
す
た
め
に
、進
路
行
事
の
取
り

組
み
方
は
学
年
団
に
任
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
各
学
年

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
場
は
充
実
さ
せ
て
い
る
。毎
年

５
月
に
学
年
合
同
の
職
員
研
修
を
実
施
。
前
年
度
の
３

年
生
の
進
路
実
績
（
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
、
進
研
模

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育で
の ICT 活用を総合的に支援するサービス。

「教科別模試分析表」2015年度２年生７月進研模試図

教科 過年度・他校比較、原因 分野別分析（好調・不調の原因） 具体的な対応策等

国語

53.8（273人）
●対昨年 -2.1
対一昨年+3.3

●対Ａ高校+2.5
対Ｂ高校 -2.8
対Ｃ高校 -1.9

●古典分野における得点
率低下による最上位層
の減少。古典の読解問
題に取り組んだ経験値
が不足していること、語
彙力を高める学習が不
足していることが一因と
考えられる。

●総合成績はやや低下したが、
前回までと同じく、すべての大
問において全国平均を上回る
ことができた。
●今回は現代文の上昇傾向が
見て取れる。特に小説分野は
県内トップグループの高校に
肉薄した（平均点でＤ高校を
上回った）。すべての成績層に
おいて、全国平均得点率を上
回ったのは特筆すべき成果で
あろう。評論においてもよく健
闘し、すべての層で全国平均
得点率を上回るか、同程度の
成績を残した。
●しかし、前回までの「得意分

●現代文においては、こ
れまで行ってきた授業、
補習を通しての問題演
習を継続する（特に論
述の演習を中心に行
う）。
●古典においては、多く
の文章に触れる、読む、
問題を解く経験を積ま
せることを重視したい。
●古文分野において、
語彙の絶対数が不足し
ている状況が顕著であ
るため、週１回の古文
単語の小テストを行うこ
とで語彙力育成に努め

＊学校資料を基に編集部で作成

進
路
指
導
部
と
学
年
団
が
連
携
し
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
体
系
化

模
試
の
分
析
を
徹
底
的
に
行
い
、

教
科
指
導
力
向
上
を
目
指
す
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１３年１２月号指導変革の軌跡「沖縄県立読谷高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

群馬県立　桐生高校指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

よみたん

試
の
成
績
推
移
、
学
習
時
間
の
推
移
な
ど
を
含
む
）
を

踏
ま
え
て
、
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
当
該
学
年
の
担

当
者
が
説
明
す
る
。

　「
学
年
間
の
指
導
の
平
準
化
が
主
目
的
で
す
が
、

若
手
教
師
に
は
重
要
な
研
修
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
先
輩
教
師
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き

た
の
か
、
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
知
る
こ

と
で
、
進
路
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
整
理
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」（
星
野
先
生
）

　
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
も
充
実
さ

せ
て
い
る
。
13
年
度
か
ら
横
関
先
生
が
発
刊
し
て
い
る

進
路
だ
よ
り
「
上
昇
桐
生
」
で
は
、
横
関
先
生
が
訪
れ

た
大
学
説
明
会
の
内
容
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
な
ど

を
紹
介
。
毎
年
、
国
公
私
立
を
問
わ
ず
10
大
学
程
度
を

取
り
上
げ
、
大
学
説
明
会
が
多
く
実
施
さ
れ
る
１
学
期

に
集
中
的
に
発
刊
し
て
い
る
。

　「
地
方
の
国
公
立
大
学
出
身
の
教
師
の
中
に
は
、

国
公
立
大
学
の
併
願
校
に
な
る
私
立
大
学
に
つ
い
て

あ
ま
り
知
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
だ
け

で
な
く
、
先
生
方
に
も
大
学
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ

て
ほ
し
い
と
、
進
路
だ
よ
り
を
発
刊
し
て
い
ま
す
」

（
横
関
先
生
）

　
15
年
度
に
始
ま
っ
た
東
北
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
は
、
主
に
２
年
生
が
参
加
対
象
だ
が
、
１
年

生
と
３
年
生
の
希
望
者
も
参
加
で
き
、
初
年
度
は
80
人

が
参
加
し
た
。
行
き
先
を
東
北
大
学
に
し
た
理
由
は
、

同
大
学
が
全
学
部
一
斉
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
行

う
こ
と
と
、
同
校
か
ら
バ
ス
で
行
け
る
国
立
の
難
関
大

学
で
あ
る
こ
と
だ
。

　
当
日
、
生
徒
は
会
場
と
な
る
４
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

分
か
れ
て
、
講
義
体
験
や
研
究
室
訪
問
を
し
た
り
、
同

校
卒
業
生
の
東
北
大
生
と
交
流
を
深
め
た
り
す
る
。
薬

学
部
志
望
の
生
徒
は
、「
今
回
、
初
め
て
ほ
か
の
学
部

を
見
て
、
物
理
に
も
興
味
を
持
っ
た
」
と
感
想
に
書
い

た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
、
志

望
と
は
異
な
る
学
部
・
学
科
に
も
視
野
を
広
げ
る
生
徒

も
現
れ
て
い
る
。

　
一
連
の
改
革
に
よ
り
、
四
国
や
九
州
な
ど
の
遠
方
の

国
公
立
大
学
を
志
望
す
る
生
徒
が
増
え
、
卒
業
生
の
進

学
先
は
多
様
に
な
っ
て
き
た
。
指
定
校
推
薦
入
試
を
希

望
す
る
生
徒
は
、
改
革
前
の
約
20
人
か
ら
、
15
年
度
は

５
人
に
ま
で
減
少
。
志
を
高
く
持
っ
て
最
後
ま
で
一
般

入
試
で
頑
張
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
学
習
時
間
の
確
保
と
学
習
の
質
の

向
上
だ
。

　「
２
年
生
に
な
る
と
、
学
習
時
間
が
大
き
く
落
ち

込
み
ま
す
。
そ
う
し
た
中
だ
る
み
の
時
期
の
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
で
、
生
徒
の
学
力
は
も
っ
と
伸
び

る
は
ず
で
す
。
学
習
時
間
記
録
表
の
活
用
な
ど
に
よ

り
学
習
量
を
確
保
し
つ
つ
、
教
師
の
指
導
力
向
上
を

通
し
て
授
業
の
質
を
高
め
、
進
学
実
績
を
さ
ら
に
高

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
阿
左
見
先
生
）

若手教師が語る、指導変革への　　　　

後輩教師が相談しやすい
雰囲気づくりを心がけたい

１学年担任　星野将志

　本校に赴任して最初に課題に感じたことは、生徒の
数学の応用力の不足でした。数学は私の担当教科です
が、前任の進学校では、生徒に教え過ぎないことを意
識していました。しかし、本校の生徒の場合は、先を
見通して問題に取り組むプランニング力が弱かったの
です。そのため、説明を丁寧にすることで、生徒がよ
り理解できるような授業を心がけました。
　2016年３月には、１年生から３年間持ち上がった
学年を初めて送り出しました。受験対策に入るタイミ
ングが遅かったり、最後の詰めが甘かったりして、第
１志望校に届かず、悔しい思いをした生徒もいまし
た。この４月からは再び１年生を受け持っているので、
この３年間の反省を踏まえて、生徒全員がそれぞれの
志望を実現できるよう、大学入試への早めの意識づけ
と、集団で学習に取り組む雰囲気をつくっていきたい
と思っています。
　また、私は今年で教職歴10年目を迎えました。今
までは先輩についていき、いろいろ教えてもらいまし
たが、これからは後輩の先生方に自分の経験やノウハ
ウを伝えていくことを意識していかなければなりませ
ん。教師は「分からない」ということを口にしづらい
と思います。ですから、これからは後輩の相談に乗る
立場として、分からないこと、不安に思うことをどん
どん話してもらえるように声かけをしていきたいと考
えています。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱

進
路
だ
よ
り
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で

県
外
の
大
学
を
知
り
、視
野
を
広
げ
る
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